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は
じ
め
に

「
死
生
学
」
は
、
欧
米
の
学
界
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、
四
十
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
、
臨
死
・
死
・
死
後
世
界
の
様
相
な
ど

を
詳
細
に
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
宗
教
・
哲
学
・
文
学
・
芸
術
に
関
連
し
、

先
進
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
精
神
治
療
を
も
包
括
す
る
な
ど
、
学
際
的
で
、
き
わ
め
て
総
合
的
な
学
問
領
域
で
あ
る
。
台
湾
で
は
、

前
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
傳
偉
勳
教
授
が
、
一
九
九
〇
年
の
は
じ
め
に
台
湾
に
戻
っ
た
際
に
、
こ
の
新
し
い
学
問
領
域
を
提

唱
し
、
学
界
に
大
き
な
反
響
が
起
こ
っ
た
（
傳
偉
勳﹇1993

﹈）。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
死
の
意
義
や
死
後
世
界
の
探
求
に
関
し
て
、

数
名
の
学
者
が
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
た
（
段
德
智﹇1994

﹈、
蒲
慕
州﹇1995

﹈）。

台
湾
の
学
者
の
死
後
世
界
の
研
究
に
関
し
て
は
、
お
お
よ
そ
、
以
下
の
二
種
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
文
献

学
的
な
考
察
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
民
俗
学
や
人
類
学
の
手
法
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
献
学
的
な
考
察
で
は
、
史

台
湾
に
お
け
る
大
衆
の
死
後
観
の
分
析

―
「
台
湾
に
お
け
る
宗
教
体
験
の
比
較
研
究
」の
二
〇
〇
九
年
の
試
験
調
査
資
料
を
も
と
に
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書
や
文
献
・
考
古
文
物
な
ど
に
対
象
が
偏
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
反
映
さ
れ
た
中
国
古
代
の
死
後
観
の
考
察
が
中
心
で
あ
る
（
余

英
時﹇1987

﹈、Y
ü

﹇1987

﹈、
蒲
慕
州﹇1995

﹈﹇2005

﹈）。
民
俗
学
の
手
法
に
も
と
づ
い
た
研
究
は
、
特
定
の
地
域
や
儀
式
を
観

察
・
分
析
の
対
象
と
し
、
現
代
の
台
湾
の
民
衆
社
会
で
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て
い
る
現
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い

る
（
黃
文
博﹇2000

﹈、
陳
明
莉﹇2002

﹈、
林
清
泉﹇2004

﹈、
江
志
宏﹇2005

﹈、
龔
萬
侯﹇2005

﹈）。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、

我
々
は
思
想
背
景
に
関
す
る
非
常
に
重
要
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
漢
代
以
前
に
中
国
に
は
死
後
観
が
存
在
し

て
お
り
、
最
も
中
国
的
な
要
素
は
連
綿
と
続
い
て
い
た
。
こ
れ
と
、
漢
代
に
仏
教
が
中
国
に
流
入
し
て
以
降
の
、
各
宗
教
の
要
素

が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
多
様
な
死
後
観
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

現
代
の
台
湾
の
各
地
で
ど
の
よ
う
に
喪
葬
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
描
き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
、
一
般
民

衆
が
ど
の
よ
う
に
死
や
死
後
世
界
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
中
国
や
台
湾
の
漢
民
族
の
伝
統

的
な
死
後
観
の
あ
る
一
側
面
を
捉
え
て
は
い
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
、
そ

の
他
の
重
要
な
問
題
を
考
慮
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

例
え
ば
、
教
育
水
準
が
著
し
く
上
昇
し
た
現
代
の
台
湾
に
お
い
て
、
死

後
の
世
界
の
存
在
を
依
然
と
し
て
信
じ
て
い
る
人
が
、
い
っ
た
い
何
人
い

る
の
か
。
男
女
の
性
差
に
よ
っ
て
、
死
後
観
は
違
う
の
か
。

仏
教
や
道
教
・
民
間
信
仰
が
台
湾
で
は
主
で
あ
る
が
、
台
湾
の
人
々
が
み

な
同
じ
死
後
観
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
る
の
か
。
差
異
が
あ
る
な
ら
ば
、
信
仰
し
て
い
る
宗
教
と
い
う
要
因
以

外
で
は
、
家
庭
の
収
入
や
年
齢
な
ど
も
関
係
が
あ
る
の
か
、
な
ど
。
上
述

蔡彥仁氏
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の
よ
う
な
問
題
は
、
さ
き
の
文
献
学
や
民
俗
学
の
研
究
者
の
関
心
の
対
象
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
学
に
携
わ
る
研
究
者
の
関

心
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
現
代
の
台
湾
の
学
界
に
お
い
て
、
社
会
学
の
見
地
か
ら
の
研
究
成
果
は
多
く
は
な
い
。
た
だ
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
、
瞿
海
源
教
授
の
一
連
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
瞿
海
源﹇1997

﹈﹇2006

﹈1
）。

瞿
教
授
は
、
社
会
学
者
で
あ
り
、
彼
の
宗
教
研
究
の
ベ
ー
ス
は
「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
理
論
で
あ
る
。
彼
は
、
社
会
の
著
し
い

発
展
に
と
も
な
い
、
人
類
の
理
性
も
ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
、
超
自
然
的
な
世
界
は
そ
の
意
義
や
影
響
力
を
失
い
、
宗
教
信
仰
や

宗
教
に
関
す
る
活
動
・
思
考
・
制
度
な
ど
も
、
徐
々
に
人
間
生
活
の
範
囲
か
ら
離
れ
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
が
も

と
づ
い
た
「
台
湾
社
会
の
変
遷
の
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
台
湾
の
宗
教
は
「
世
俗
化
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
瞿
海

源﹇1997:17, 36-37

﹈）。
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
欧
米
で
流
行
し
た
「
宗
教
の
世
俗
化
」（secularization of 

religion

）
は
、
二
十
世
紀
の
末
ま
で
ず
っ
と
、
欧
米
の
宗
教
社
会
学
に
お
け
る
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
時
の
論
攷
は
、
今

な
お
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
、
称
賛
さ
れ
、
軌
範
と
さ
れ
て
い
る
（B

erger

﹇1967

﹈﹇1980

﹈; Luckm
ann

﹇1970

﹈; M
artin

﹇1969

﹈﹇1978

﹈; W
ilson

﹇1966

﹈﹇1982
﹈）。
そ
し
て
、
現
在
、
欧
米
の
学
会
で
活
発
に
討
論
さ
れ
て
い
る
「
理
性
選
択
」

（rational choice

）
や
「
市
場
論
理
」（m

arket theory

）
も
、「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
概
念
の
発
展
上
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
（B

ruce

﹇1999

﹈﹇2002

﹈; C
asanova

﹇1994
﹈; Stark and Iannaccone

﹇1994

﹈; Stark and Finke

﹇2000

﹈）。
し
か
し
、「
宗
教

の
世
俗
化
」
の
理
論
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
、
欧
米
社
会
が
発
展
し
て
き
た
経
験
と
実
例
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
理
論
が
普
遍
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
世
界
各
地
で
適
用
し
う
る
法
則
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
疑
問
で

あ
る
。
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
死
」
や
「
死
後
世
界
」
に
関
し
て
は
、
宗
教
史
や
比
較
宗
教
の
角
度
か
ら
の
考
察
の

み
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、「
死
」
や
「
死
後
世
界
」
は
、
実
際
に
は
、
人
類
の
「
生
命
」
に
対
す
る
態
度
や
各
人
の
人
生
観
と

親
密
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
、
異
な
っ
た
民
族
や
国
家
・
社
会
・
習
俗
・
制
度
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
影
響
に
よ
る
差
が
き
わ

め
て
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（H

ayslip and P
eveto

﹇2005

﹈; K
ram

er

﹇1988

﹈; 
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Loew
e

﹇1979/1994

﹈, ﹇1982/1994

﹈; M
orris

﹇1992

﹈; Sm
ith

﹇1987

﹈; V
an B

aaren

﹇1987

﹈; W
atson and R

aw
ski

﹇1988

﹈）。
特

に
、
最
近
の
数
名
の
学
者
は
、
華
人
社
会
の
宗
教
を
研
究
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
大
陸
が
「
改
革
開
放
」
の

発
展
を
遂
げ
た
こ
の
三
十
年
、
各
種
宗
教
の
活
動
は
、
衰
え
る
勢
い
を
見
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
盛
ん
に
な
り
、
伝
統
的

な
宗
教
観
念
は
、依
然
と
し
て
多
く
の
人
々
の
生
活
や
考
え
方
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
（Y

ao

﹇2007

﹈; Y
ao and B

adham

﹇2008

﹈）。

経
済
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
教
育
水
準
が
大
幅
に
上
昇
し
て
も
、
香
港
の
喪
葬
儀
礼
は
、
依
然
と
し
て
千
百
年
以
上
昔
の

宗
教
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、
執
り
行
わ
れ
て
い
る
（Lai

﹇2006

﹈; Y
in

﹇2006

﹈）。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
客
観
的
な
研
究
の

成
果
を
拠
り
所
に
、
今
一
度
、「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
理
論
の
普
遍
性
に
関
し
て
、
子
細
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
論
文

は
、
上
記
の
様
な
背
景
の
下
、「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
問
題
点
に
対
し
、
台
湾
を
研
究
対
象
と
し
て
、
一
つ
の
回
答
を
提
示
し
た

い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
背
景

筆
者
と
そ
の
他
の
四
名
の
学
者
は
、
こ
れ
ま
で
三
年
に
わ
た
り
（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
）、「
台
湾
に
お
け
る
宗
教
体
験
の

比
較
研
究
」（A
 C

om
parative Study of R

eligious E
xperience in T

aiw
an

）
と
い
う
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
本
計
画
は
、
学

際
的
に
、
宗
教
学
や
社
会
学
・
心
理
学
・
政
治
学
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
人
材
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
台
湾
に
お
け
る
民
衆
の
「
宗
教
体
験
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
し
、
そ
の
後
、
参
画
し
た
研
究
者
に
よ
る
整
理
・
比
較
・
分
析
・
解
釈
な
ど
を
通
し
て
、
台
湾
の
「
宗
教
体
験
」
の
諸

相
、
お
よ
び
そ
の
特
徴
や
意
義
を
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
末
に
開
始
し
て
か
ら
、
現
在
ま
で
に
、

文
献
の
確
認
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
・
試
験
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
段
取
り
に
関
し
て
は
、
す
で
に
済
ん
で
お
り
、
四
四
八
八
件
の
正
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式
な
調
査
対
象
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
、
二
〇
〇
九
年
の
十
月
ま
で
に
済
む
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
宗
教
問
題
と
民
衆
の
考
え
方
の
学
術
的
調
査
で
あ
り
、
客
観
的
か
つ
体
系
的
な
方
法
を
採

用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
教
信
仰
の
有
無
を
問
わ
ず
対
象
に
含
め
、
科
学
的
か
つ
厳
密
に
、
そ
し
て
実
証
的
に
行
う
も
の
で
あ

る
。
研
究
対
象
は
、
内
政
部
戸
政
司
の
戸
籍
資
料
に
も
と
づ
い
た
台
湾
の
十
八
歳
以
上
の
住
民
で
あ
り
、
研
究
方
法
は
、「
規
模

比
例
サ
ン
プ
リ
ン
グ
」（P

robability P
roportional to Size, P

P
S

）
と
い
う
方
式
を
採
り
、
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
は
、
台
湾
の
国
籍
を
有
し
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
出
生
し
た
（
十
八
歳
以

上
）
人
々
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
台
湾
の
戸
籍
資
料
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
サ
ン
プ
ル
名
簿
（sam

pling 

flam
e

）
と
し
、「
サ
ー
ビ
ス
業
人
口
百
分
率2
」、「
工
業
人
口
百
分
率3
」、「
十
五
〜
六
十
四
歳
人
口
百
分
比4
」、「
六
十
五
歳
以
上
人

口
百
分
比5

」、「
専
門
学
校
以
上
の
教
育
人
口
百
分
比6

」、「
人
口
密
度
」
な
ど
の
指
標
を
用
い
、
台
湾
の
行
政
区
域
（
郷
・
鎮
・

市
・
区
）
を
七
段
階
に
分
け
た
（
侯
佩
君
等﹇
二
〇
〇
八
、14-21

﹈）。
こ
の
区
分
で
は
、
第
一
・
第
二
段
階
が
北
部
地
区
で
あ
り
、

第
五
・
第
六
・
第
七
段
階
が
中
部
地
区
で
あ
り
、
第
三
・
第
四
段
階
が
南
部
地
区
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
有
意
選
出
」
の
形
式
で

郷
・
鎮
を
選
び
出
し
た
後
、
さ
ら
に
「
等
比
率
選
出
」
の
方
式
に
よ
っ
て
、
村
や
被
験
者
な
ど
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
進
め
た
。
具

体
的
に
は
、
ま
ず
、
行
政
区
分
ご
と
の
人
口
の
多
寡
に
応
じ
て
、
等
距
離
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
利
用
し
て
系
統
だ
て
て
村
を
選
出
し
、

そ
の
後
、
前
述
の
「
等
比
率
選
出
」
の
方
式
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
村
々
ご
と
に
、
一
定
数
の
個
人
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る7
。

こ
の
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
一
二
四
題
あ
る
（
最
終
稿
で
は
一
二
一
題
に
改
め
ら
れ
た
）
が
、
内
容
は
、
個
人
の
基
本
資

料
以
外
に
、
以
下
の
六
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
宗
教
体
験
Ⅰ
：
力
」、「
宗
教
体
験
Ⅱ
：
人
生
」、「
宗
教
体
験
Ⅲ
：
夢
」、

「
宗
教
体
験
Ⅳ
：
超
常
現
象
」「
観
念
と
行
為
」「
理
念
と
信
仰
」。
な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
原
則
と
し
て
、
宗
教
社
会
学
が

提
示
し
た
、「
信
念
」（brief

）「
行
為
」（behavior

）「
帰
属
」（belonging

）
の
三
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
宗
教
現
象
を
考
察
す
る
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と
い
う
方
法
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
個
人
の
宗
教
体
験
を
調
査
の
中
核
と
し
て
お
り
、
質
と
量
と
を
と
も
な
っ
た
研

究
の
特
色
を
有
し
て
い
る
。

本
計
画
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付
総
数
は
三
二
七
通
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
実

地
調
査
を
経
て
回
収
さ
れ
た
も
の
は
一
〇
八
通
、
成
功
率
三
三
％
で
あ
る
。
数
値
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
サ
ン
プ
リ

ン
グ
方
法
を
考
慮
す
れ
ば
、
回
収
さ
れ
た
意
見
に
は
、
台
湾
の
代
表
的
な
性
質
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
、
我
々
が
こ
れ
を
も
と
に

考
察
を
進
め
る
こ
と
に
は
、
非
常
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

資
料
の
分
析
と
考
察

「
台
湾
に
お
け
る
宗
教
体
験
の
比
較
研
究
」
の
計
画
は
、
日
常
と
非
日
常
と
の
相
克
な
ど
、
台
湾
の
人
々
の
様
々
な
宗
教
体
験

の
理
解
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
死
」
や
「
死
後
世
界
」
と
直
接
関
連
す
る
項
目
は
、
決
し
て
多
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
た
だ
、
以
下
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
問
い
と
答
え
は
、
我
々
が
台
湾
の
一
般
民
衆
の
死
後
観
を
う
か
が
い
知
る

手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一―

「
宗
教
体
験
Ⅰ
：
力
」

第
八
問
：
「
あ
る
人
は
、
自
ら
の
人
生
の
中
で
、
な
ん
と
は
な
し
に
、
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
力
の
影
響
を
感
じ
た

経
験
が
あ
る
。
あ
な
た
は
、
そ
の
よ
う
な
力
を
感
じ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
選
択
肢
か
ら
、
経
験

し
た
そ
の
力
を
選
ん
で
下
さ
い
。」
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① 

天
命
・
天
意 

② 

仏
・
菩
薩 

③ 
因
縁 

④ 
天
主
・
上
帝
・
イ
エ
ス
・
聖
霊
・
聖
母
マ
リ
ア 

⑤ 

祖
先
、
あ
る
い
は
先
人

⑥ 

鬼
や
霊
（
鬼
霊
）

⑦ 

自
ら
の
運
命
、
あ
る
い
は
運 

⑧ 

道
、
あ
る
い
は
天
道 

⑨ 

気 

⑩ 

そ
の
他
の
土
着
的
な
神
（
媽
祖
・
関
公
・
王
爺
・
祖
師
爺
な
ど
）

⑪ 

上
記
以
外

こ
の
問
題
で
は
、「
⑤ 

祖
先
、
あ
る
い
は
先
人
」
と
「
⑥ 

鬼
や
霊
」
が
死
後
世
界
を
反
映
し
て
い
る
選
択
肢
で
あ
り
、
民
衆
の

死
後
観
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二―
 「

宗
教
体
験
Ⅲ
：
夢
」

第
三
十
四
問
：
「
あ
る
人
は
、
変
わ
っ
た
夢
を
見
る
と
い
う
。
以
下
に
挙
げ
た
数
種
の
夢
の
う
ち
、
あ
な
た
が
見
た
こ
と
の
あ

る
も
の
を
選
ん
で
下
さ
い
。」
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① 

神
霊
（
天
主
・
上
帝
・
イ
エ
ス
・
天
使
／
仏
・
菩
薩
・
観
音
・
羅
漢
／
神
明
・
土
地
公
・
祖
師
爺
）

② 

鬼
や
霊
・
陰
霊
・
妖
怪
・
サ
タ
ン

③ 
祖
先
、
あ
る
い
は
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人

④ 
宗
教
者
（
上
師
・
活
仏
・
師
父
・
上
人
・
点
伝
師
・
牧
師
・
聖
人
）

⑤ 

神
秘
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
動
物

⑥ 

神
秘
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
植
物

⑦ 

天
国
・
地
獄
・
仙
郷
・
寺
廟
・
教
会
・
墓
な
ど
の
神
秘
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
場
所

⑧ 

神
秘
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
も
の
・
ア
イ
コ
ン
（
十
字
架
・
卍
字
・
法
輪
・
護
符
・
宝
剣
・
光
線
・
ひ
つ
ぎ
な
ど
）

⑨ 

か
つ
て
見
た
こ
と
の
あ
る
情
景

⑩ 

上
記
以
外

こ
の
問
題
で
は
、「
② 

鬼
や
霊
・
陰
霊
・
妖
怪
・
サ
タ
ン
」
と
「
③ 

祖
先
、
あ
る
い
は
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
」、「
⑦ 

天

国
・
地
獄
・
仙
郷
・
寺
廟
・
教
会
・
墓
な
ど
の
神
秘
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
場
所
」
が
、
民
衆
の
死
後
観
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

三―
 「

観
念
と
行
為
」

第
六
十
四
問
：
「
以
下
の
説
を
信
じ
ま
す
か
。」

① 

神
や
霊
・
鬼
・
妖
怪
な
ど
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
。
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② 

宇
宙
に
は
絶
対
的
な
神
が
い
る
。

③ 

誠
意
あ
れ
ば
何
事
も
叶
う
。

④ 
風
水
の
善
し
悪
し
が
個
人
や
家
庭
に
影
響
す
る
。

⑤ 
死
後
の
輪
廻
。

⑥ 

夫
婦
・
親
戚
・
友
人
関
係
は
前
世
の
因
縁
に
依
る
。

⑦ 

善
因
善
果
・
悪
因
悪
果
。

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
。

⑩ 

重
要
な
行
事
を
行
う
際
は
、
吉
日
を
選
択
す
る
。

⑪ 

修
行
や
修
練
に
よ
っ
て
、
特
別
な
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫ 

霊
媒
（
も
し
く
は
乩
童
）
に
よ
っ
て
、
魔
除
け
を
行
い
、
病
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑬ 

気
功
に
よ
っ
て
、
病
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑭ 

人
の
気
は
、
修
行
を
経
て
、
さ
ら
に
強
め
ら
れ
る
。

⑮ 

気
が
活
発
な
人
は
、
邪
悪
な
も
の
が
体
の
中
に
侵
入
し
な
い
。

こ
の
問
題
で
は
、「
⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
と
「
⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
き
ち
ん
と
祖
先
を
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
「
⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
の
三
つ
が
、
民
衆
の
死
後
観
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
ま
ず
、
一
〇
八
の
有
効
な
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
被
験
者
の
基
本
資
料
（〈
表
一
：
「
被
験
者
基
本
資
料
」〉）
を
整
理
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し
、
上
述
の
三
つ
の
問
題
の
回
答
と
突
き
合
わ
せ
、
人
数
の
統
計
を
採
取
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情

報
に
も
と
づ
い
て
、
性
別
・
年
齢
・
教
育
・
年
収
の
四
項
目
を
取
り
出
し
て
分
析
し
、
以
下
の
結
果
を
得
た
。

〈
表
一
：
「
被
験
者
の
基
本
資
料
」〉
に
よ
る
と
、
被
験
者
は
、
男
五
十
六
人
・
女
五
十
二
人
で
あ
り
、
お
よ
そ
半
々
で
あ
る
。

年
齢
に
関
し
て
は
、
台
湾
の
近
代
史
と
社
会
発
展
、
つ
ま
り
、
国
民
党
政
府
が
一
九
四
九
年
に
来
台
し
て
か
ら
一
九
七
〇
年
以

降
の
、
農
業
中
心
の
経
済
か
ら
輸
出
を
中
心
と
し
た
工
業
社
会
へ
の
変
容
に
照
ら
し
て
、
二
点
（
一
九
四
九
年
・
一
九
七
〇
年
）

を
、
合
理
的
な
年
代
区
分
線
と
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
う
と
、
被
験
者
を
以
下
の
三
つ
の
年
代
区
分
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
一
九
四
九
年
以
前
出
生
、
一
八
・
五
％
）、
四
十
〜
五
十
九
歳
の
中
高
年
（
一
九
五
〇
〜
一
九
六
九
年

出
生
、
四
六
・
三
％
）、
三
十
九
歳
以
下
の
青
年
（
一
九
七
〇
年
以
降
出
生
、
三
五
・
二
％
）。
ま
た
、
高
齢
者
か
ら
青
年
ま
で

の
こ
の
三
つ
の
年
代
区
分
は
、
教
育
水
準
の
区
分
と
も
、
お
お
よ
そ
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
教
育
水
準
の
区
分
は
、
六
年
以
下

の
初
等
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
者
（
一
七
・
六
％
）、
十
二
年
の
中
等
教
育
を
受
け
た
者
（
四
二
・
六
％
）、
十
三
年
以
上
の

高
等
教
育
を
受
け
た
者
（
三
九
・
八
％
）
の
三
つ
の
区
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
台
湾
の
経
済
成
長
と
教
育
水
準
の
上
昇
と
の
相
関

関
係
を
示
し
て
い
る
。
各
家
庭
の
月
収
と
い
う
と
、
四
万
Ｎ
Ｔ
＄
（
ニ
ュ
ー
台
湾
ド
ル
）
〜
九
万
Ｎ
Ｔ
＄
が
多
数
を
占
め
る
が

（
二
四
・
一
％
）、
月
収
が
四
万
Ｎ
Ｔ
＄
以
下
の
家
庭
も
多
い
（
二
三
・
一
％
）。
な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
と
づ
い
て
、
収
入

状
況
を
申
告
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
被
験
者
も
多
い
（
三
六
・
一
％
）8
。
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
被
験
者
の
宗
教
の
信
仰
に

関
し
て
で
あ
り
、
無
信
仰
は
わ
ず
か
二
〇
・
四
％
に
と
ど
ま
る
。
反
対
に
、
信
仰
の
有
る
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
信
仰
は
民
間
信

仰
や
仏
教
・
道
教
・
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
総
数
は
八
〇
％
近
く
に
達
し
て
お
り
、
現
代
台
湾
に
お
い
て
宗
教
信
仰
の

あ
る
者
が
依
然
と
し
て
大
多
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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自
ら
の
人
生
の
中
で
、
人
間
が
超
自
然
的
な
力
の
影
響
を
受
け
た
と
感
じ
た
問
題
に
関
し
て
は
、
多
く
の
台
湾
の
人
々
は
、
そ

の
よ
う
な
力
は
死
後
の
世
界
よ
り
来
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。〈
表
二
：
「
宗
教
体
験
Ⅰ
：
力
」
統
計
分
析
〉
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
五
四
・
六
％
に
も
達
す
る
被
験
者
が
、
先
祖
や
先
人
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
一
、
二
回
程
度
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
か
ら
常
に
感
じ
る
と
い
う
人
ま
で
を
合
わ
せ
る
と
、
四
一
・
六
％
と
な
り
、
数
か
ら
見
て
少
な
く
は

な
い
人
々
が
、
肯
定
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
先
祖
や
先
人
の
影
響
と
比
べ
て
、
鬼
や
霊
の
影
響
を
受
け
た
と

考
え
る
被
験
者
は
比
較
的
少
な
く
（
二
八
・
八
％
）、
あ
る
い
は
、
き
わ
め
て
大
部
分
の
人
が
鬼
や
霊
の
影
響
は
受
け
て
は
い
な

い
と
考
え
て
い
る
と
言
え
、
こ
れ
は
、
民
族
観
念
中
に
お
い
て
は
、
祖
先
や
先
人
は
（
子
孫
を
）
保
護
的
・
プ
ラ
ス
の
も
の
と
さ

れ
、
鬼
や
霊
（
家
庭
に
属
さ
ず
、
祭
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
死
ん
だ
人
の
魂
）
は
破
壊
的
・
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
と
見
倣
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
種
の
力
が
、
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
問
い
で
は
、
祖
先
や
先
人
に
関
し
て

は
、
こ
の
種
の
力
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る
者
と
、
か
つ
て
こ
の
種
の
力
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
者
の
比
率
は
、
約
三
八
・
九
％

で
あ
る
が
、
鬼
や
霊
に
対
し
て
否
定
的
な
者
は
大
多
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
鬼
や
霊
の
影
響
を

受
け
た
と
考
え
る
被
験
者
（
二
八
・
八
％
）
は
、
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
問
い
で
は
、
多
く
の
人
が
た
め
ら
い
、
あ

い
ま
い
な
態
度
を
示
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、「
知
ら
な
い
」「
答
え
を
控
え
さ
せ
て
」（
こ
れ
ら
は
合
わ
せ
て
「
不
詳
」
と
い
う

項
目
に
含
め
た
）
と
回
答
す
る
人
が
、「
鬼
や
霊
の
影
響
を
受
け
た
か
ど
う
か
」
の
問
い
と
比
較
し
て
激
増
す
る
（「
不
詳
」
の
数

値
が
三
・
七
％
か
ら
一
七
・
六
％
）
す
る
こ
と
か
ら
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

祖
先
や
先
人
の
影
響
を
受
け
た
と
明
言
す
る
被
験
者
の
う
ち
、
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
じ
（
四
一
・
二
％
と
四
二
・
三
％
）
で

あ
る
が
、
鬼
や
霊
の
影
響
に
関
し
て
は
、
男
性
の
方
が
や
や
多
い
（
三
〇
・
四
％
と
二
六
・
九
％
）。
年
齢
を
比
較
す
る
と
、

一
九
七
〇
年
以
降
に
出
生
し
た
青
年
層
の
う
ち
で
、
祖
先
や
先
人
の
力
を
体
験
・
信
仰
し
て
い
る
者
は
、
他
の
層
の
比
率
よ
り
も
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高
い
。
例
え
ば
、
祖
先
や
先
人
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
者
の
青
年
層
の
数
値
（
四
七
・
四
％
）
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
層

の
数
値
（
四
五
％
）、
中
高
年
層
の
数
値
（
三
六
％
）
よ
り
も
高
く
、
鬼
や
霊
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
者
の
比
率
に
お
い
て
も

最
も
高
い
（
青
年
層
三
六
・
九
％
、
高
齢
者
層
二
八
％
、
中
高
年
層
一
五
％
）。
ま
た
、
こ
の
二
種
の
力
（
祖
先
や
先
人
の
力
・

鬼
や
霊
の
力
）
が
未
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
者
の
割
合
に
も
、
顕
著
な
差
異
が
確
認
さ
れ
る
（
青
年
層
・
中
高
年
層
・
高

齢
者
層
の
順
に
、
祖
先
や
先
人
の
力
が
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
三
％
、
三
八
％
、
二
五
％
、
鬼
や
霊
の
力
が
そ
れ
ぞ
れ
三
一
・
五
％
、

一
四
％
、
一
〇
％
）。
こ
の
こ
と
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
、
祖
先
・
先
人
・
鬼
神
（
鬼
や
神
）
の
力

の
存
在
を
よ
り
信
じ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
齢
と
い
う
一
つ
の
要
因
に
も
と
づ
く
差
異

と
、
教
育
水
準
の
高
低
に
よ
る
差
異
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
教
育
水
準
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
祖
先
や
先

人
、
お
よ
び
鬼
や
霊
の
影
響
を
よ
り
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
初
等
・
中
等
・
高
等
と
い
う
三
段
階
の
教
育

水
準
に
も
と
づ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
数
値
は
、
青
年
層
・
中
高
年
層
・
高
齢
者
層
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
八
・
八
％
、

四
一
・
三
％
、
二
六
・
四
％
、
お
よ
び
三
二
・
六
％
、
三
〇
・
四
％
、
一
五
・
八
％
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
力
が
未
来
に

影
響
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
え
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
収
入
状
況
に
も
と
づ
い
て
比
較
す
る
と
、
収
入

が
多
い
（
四
万
Ｎ
Ｔ
＄
以
上
）
者
は
、
収
入
の
少
な
い
（
四
万
Ｎ
Ｔ
＄
以
下
）
者
よ
り
も
、
祖
先
・
先
人
・
鬼
神
（
鬼
や
神
）
の

力
の
影
響
を
よ
り
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。「
不
詳
」
の
項
目
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
、〈
表
二
：
「
宗
教
体
験
Ⅰ
：
力
」
の
統
計

分
析
〉
の
収
入
に
よ
る
三
つ
の
区
分
で
は
、
祖
先
や
先
人
の
影
響
を
受
け
た
と
感
じ
る
者
の
割
合
は
、
収
入
の
高
い
層
か
ら
順

に
、
五
〇
・
一
％
、
五
〇
％
、
三
六
％
、
ま
た
、
鬼
や
霊
の
影
響
を
受
け
た
と
感
じ
る
者
の
割
合
は
、
三
九
％
、
四
二
・
三
％
、

一
六
％
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
力
の
未
来
の
影
響
に
関
し
て
も
、
影
響
を
肯
定
す
る
者
の
割
合
は
、
低
収
入
の
層
よ
り
も
高
収
入

の
層
の
方
が
多
く
、
同
様
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
発
見
に
よ
り
、「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
趨
勢
が
、
台
湾
に
お
い
て

は
決
し
て
事
実
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
反
対
で
あ
り
、
祖
先
、
お
よ
び
鬼
や
霊
の
力
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
台
湾
の
人
の
割
合
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は
、
社
会
の
進
歩
や
教
育
水
準
の
上
昇
・
経
済
の
発
展
な
ど
に
応
じ
て
増
加
し
て
お
り
、
理
性
が
高
め
ら
れ
て
も
、「
死
後
世
界
」

は
い
ま
だ
消
え
去
っ
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

宗
教
体
験
の
調
査
で
は
、「
夢
」
の
体
験
に
関
し
て
も
尋
ね
た
が
、
も
し
「
夢
」
が
人
の
考
え
や
思
い
を
反
映
し
て
い
る
な
ら

ば
、「
夢
」
は
、
人
の
深
層
心
理
を
う
か
が
い
知
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
ろ
う
。「
夢
」
の
描
写
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
被
験
者

の
心
理
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
深
層
に
隠
さ
れ
た
心
の
葛
藤
を
究
明
し
、「
死
」
や
「
死
後
世
界
」
に
対
す
る
世

間
一
般
の
複
雑
な
感
覚
や
あ
い
ま
い
な
イ
メ
ー
ジ
や
、
夢
で
見
た
景
色
を
、
よ
り
は
っ
き
り
と
、
そ
し
て
ま
た
生
き
生
き
と
し
た

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
表
三
：
「
宗
教
体
験
Ⅲ
：
夢
」
の
統
計
分
析
〉
で
は
、
一
〇
八
人
の
被
験
者
の
う
ち
、
死
後
世

界
に
お
け
る
超
自
然
的
な
存
在
、
例
え
ば
「
三
十
四―

② 

鬼
や
霊
・
陰
霊
・
妖
怪
・
サ
タ
ン
」
な
ど
、
そ
れ
ら
を
夢
の
中
で
見

た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
わ
ず
か
二
七
・
八
％
を
占
め
る
の
み
で
あ
る
。
同
様
に
、
死

後
世
界
と
関
連
し
た
場
所
、
例
え
ば
「
三
十
四―

⑦ 

天
国
・
地
獄
・
仙
郷
・
寺
廟
・
教
会
・
墓
」
な
ど
、
そ
れ
ら
を
夢
で
見
た

こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
も
、
わ
ず
か
二
六
・
八
％
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、「
一
度
や
二
度
」、
お
よ
び
「
時
々
」
と

答
え
た
者
の
数
値
の
合
計
で
あ
る
。
し
か
し
、「
三
十
四―

③ 

祖
先
や
祖
先
や
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
」
を
夢
で
見
た
こ
と
の

あ
る
者
の
割
合
は
、
五
八
・
三
％
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
前
述
の
二
種
の
夢
の
数
値
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
こ
の
割
合
の

高
さ
は
、
台
湾
の
漢
民
族
が
人
間
関
係
を
重
要
視
す
る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
特
に
、
五
倫
の
教
導
と
祖
先
崇
拝
の
実
践
に
関
し

て
は
、
よ
り
多
く
の
資
料
収
集
や
様
々
な
文
化
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
は
じ
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
述
の
夢
に
関
す
る
調
査
の
中
で
、
男
女
間
の
差
異
を
比
較
す
る
と
、「
三
十
四―

② 

お
そ
ろ
し
い
陰
霊
・
鬼
や
霊
」

と
、「
三
十
四―

⑦
死
後
世
界
に
関
連
し
た
場
所
」
に
関
し
て
は
、
両
者
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
男
：
三
十
四―

② 
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三
〇
・
三
％
と
三
十
四―

⑦ 

二
五
％
、
女
：
三
十
四―

② 

二
五
％
と
三
十
四―

⑦ 

二
八
・
八
％
）
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

祖
先
や
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
を
夢
で
見
た
者
の
割
合
に
関
し
て
は
、
女
性
は
七
三
・
一
％
、
男
性
は
四
四
・
七
％
で
あ
り
、

こ
れ
は
特
に
注
目
に
値
す
べ
き
数
値
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
年
齢
を
加
味
す
る
と
、
三
十
九
歳
以
下
の
青
年
層
で
、
恐
ろ
し

い
陰
霊
・
鬼
や
霊
を
夢
で
見
た
こ
と
が
あ
る
者
の
割
合
は
、
中
高
年
層
と
高
齢
者
層
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
、
青
年
層
・
中
高
年

層
・
高
齢
者
層
の
順
に
、
五
〇
％
、
一
六
％
、
一
五
％
で
あ
り
、
同
様
に
、
死
後
世
界
に
関
連
し
た
場
所
を
夢
で
見
た
こ
と
が
あ

る
割
合
も
、
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
順
に
四
二
・
二
％
、
二
〇
％
、
一
五
％
と
な
る
。
た
だ
し
、
祖
先
や
亡
く
な
っ
た
親

戚
・
友
人
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
世
代
に
よ
る
差
と
は
反
対
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
年
齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
祖
先
や
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
に
夢
で
会
う
こ
と
が
よ
り
多
く
な
り
、
そ
れ
を
高
齢
者
層
・
中
高
年
層
・
青
年
層
の
順

に
示
す
と
、
七
〇
％
、
六
〇
％
、
五
〇
％
と
な
る
。
こ
の
高
齢
者
層
の
高
い
数
値
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
は
そ
れ
だ
け
死
と
の
距

離
も
近
く
、
そ
の
た
め
、
祖
先
や
親
戚
・
友
人
に
夢
で
遇
い
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
青
年
層
が
、
中

高
年
層
・
高
齢
者
層
よ
り
も
、
お
そ
ろ
し
い
陰
霊
・
鬼
や
霊
、
死
後
に
関
連
し
た
場
所
を
夢
で
見
る
傾
向
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
は
、
年
齢
が
若
い
人
個
人
個
人
の
方
が
、「
死
」
や
「
死
後
世
界
」
の
体
験
や
知
覚
を
、
よ
り
頻
繁
で
、
そ
し
て
よ
り
複

雑
な
も
の
と
し
て
、
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
こ
の
発
見
は
、
教
育
水
準
に
関
す
る
比
較
か
ら
も
、

よ
く
似
た
差
異
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
水
準
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
教
育
水
準
の

低
い
者
よ
り
、「
三
十
四―

② 

お
そ
ろ
し
い
陰
霊
・
鬼
や
霊
」
と
「
三
十
四―

⑦ 

死
後
に
関
連
し
た
場
所
」
を
夢
で
見
る
傾
向
が

高
く
、
高
等
教
育
・
中
等
教
育
・
初
等
教
育
の
教
育
水
準
の
三
区
分
で
は
、
そ
の
数
値
は
、
順
に
、
三
十
四―

②
：
三
九
・
六
％
、

二
三
・
九
％
、
一
〇
・
五
％
、
三
十
四―

⑦ 

：
三
〇
・
二
％
、
二
八
・
二
％
、
一
五
・
八
％
と
な
る
。
な
お
、
祖
先
や
亡
く
な
っ

た
親
戚
・
友
人
を
夢
で
見
る
事
例
に
関
し
て
は
、
教
育
水
準
の
高
低
に
よ
る
差
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
高
等

教
育
・
中
等
教
育
・
初
等
教
育
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
・
五
％
、
五
四
・
四
％
、
六
三
・
二
％
と
な
る
。
最
後
に
、
収
入
の
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面
か
ら
比
較
す
る
と
、
経
済
状
況
の
比
較
的
よ
い
者
は
、
経
済
状
況
の
よ
く
な
い
者
よ
り
も
、「
三
十
四―

② 

お
そ
ろ
し
い
陰

霊
・
鬼
や
霊
」
と
「
三
十
四―

⑦ 

死
後
世
界
に
関
連
し
た
場
所
」
を
夢
に
見
る
傾
向
が
高
く
、
同
様
に
、
高
・
中
・
低
の
三
段

階
の
収
入
区
分
に
よ
る
と
、
そ
の
数
値
は
、
順
に
、
三
十
四―

②
：
三
三
・
四
％
、
三
四
・
六
％
、
一
二
％
、
三
十
四―

⑦
：

三
三
・
四
％
、
二
三
・
一
％
、
一
六
％
と
な
る
。
な
お
、
同
様
に
、
祖
先
や
亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
を
夢
で
見
る
事
例
に
関
し

て
は
、
収
入
の
差
に
よ
る
影
響
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、〈
表
三
：
「
宗
教
体
験
Ⅲ
：
夢
」
の
統
計
分
析
〉
に
よ
る
と
、
そ
の
数
値

は
、
高
収
入
か
ら
順
に
、
七
二
・
三
％
、
五
三
・
八
％
、
六
四
％
と
な
る
。

「
宗
教
体
験
」
の
調
査
で
は
、
被
験
者
の
「
観
念
と
行
為
」
に
関
し
て
も
行
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
三
項
目
は
「
死
」
や
「
死

後
世
界
」
と
関
連
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
主
観
的
な
認
識
に
属
す
る
も
の
で
、
実
際
の
行
為
と
は
必
ず
し
も
関
係
が

あ
る
も
の
で
は
な
い
。〈
表
四
：
「
宗
教
観
念
」
の
統
計
分
析
〉
に
よ
る
と
、
例
え
ば
「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
と
い
う
項

目
で
は
、「
一
．
強
く
信
じ
て
い
る
」「
二
．
あ
る
程
度
信
じ
て
い
る
」
の
項
目
を
合
計
す
る
と
、
被
験
者
の
う
ち
の
六
七
・
六
％

が
信
じ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
台
湾
の
民
衆
が
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
同
様
に
、

七
一
・
三
％
に
も
達
す
る
被
験
者
が
、「
六
十
四―
⑧ 
定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
信
じ
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
が
広
く
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
仏
教
思
想
の
影
響
を
除
い
た
、
台
湾
社
会
に
お
け

る
儒
教
倫
理
の
影
響
が
強
い
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
こ
の
数
字
は
、
台
湾
の
人
々
の
「
宗
教
信
仰
」
の
傾
向
を

最
も
よ
く
表
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、〈
表
一
：
被
験
者
基
本
資
料
〉
を
参
照
す
る
と
、
台
湾
に
お
い
て
何
等
か

の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
者
の
数
値
か
ら
、
少
数
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
そ
の
他
の
特
殊
な
宗
教
背
景
の
者
を
取
り
除
い
た
数
値

に
、
お
よ
そ
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
、
提
起
す
る
に
値
す
る
の
は
、
さ
き
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、

「
祖
先
や
先
人
の
影
響
」
を
受
け
た
と
考
え
て
い
た
の
は
、
被
験
者
の
う
ち
の
四
一
・
六
％
で
あ
っ
た
（〈
表
二
：
「
宗
教
体
験
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Ⅰ
：
力
」〉
の
統
計
分
析
を
参
照
）。
こ
の
種
の
体
験
は
、
誰
し
も
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
し
か
し
な

が
ら
、
祖
先
の
加
護
を
信
じ
、
ま
た
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
者
の
数
は
、
こ
の
「
観
念
と
行
為
」

の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
む
し
ろ
、
こ
の
数
字
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
台
湾

の
人
々
の
死
後
観
に
お
い
て
、「
祖
先
」
が
非
常
に
重
要
で
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
六
十
四

―

⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
も
、
さ
き
の
二
つ
の
項
目

（「
六
十
四―

⑤
死
後
の
輪
廻
」、
お
よ
び
「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
説
）
と
比
較
す
る
と
少
な
い
と
は
い
え
、
信
じ
て
い
る
者
の
数
は
、
ほ
ぼ
半
数
（
四
九
％
）
に
達
し
て
い

る
。
男
女
を
比
較
し
て
み
る
と
、
男
性
の
六
二
・
五
％
が
、「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
と
い
う
説
に
賛
同
し
て
い
る
が
、
女

性
は
七
三
・
一
％
で
あ
り
、
こ
の
考
え
方
が
、
女
性
の
間
で
よ
り
普
遍
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら

れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
は
、
男
女
間
で
は
ほ
ぼ
差
は

無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
、
七
一
・
四
％
、
七
一
・
二
％
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
六
十
四―

⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な

り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
は
、
信
じ
て
い
る
男
性
（
五
一
・
八
％
）
は
、
女
性
（
四
六
・
一
％
）
に
比
べ
て

割
と
多
い
が
、
こ
の
こ
と
と
、
鬼
や
霊
の
影
響
の
経
験
に
関
し
て
、
男
性
の
割
合
（
三
〇
・
四
％
）
が
女
性
（
二
六
・
九
％
）
よ

り
も
や
や
多
い
と
い
う
結
果
と
比
較
す
る
（〈
表
二
：
「
宗
教
体
験
Ⅰ
：
力
」
の
統
計
分
析
〉
を
参
照
）
と
、
両
者
に
は
同
じ
傾

向
が
あ
る
と
い
え
る
。
年
齢
に
関
し
て
は
、
死
後
観
に
関
す
る
前
述
の
二
つ
の
調
査
結
果
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
お
り
、
年
齢
が
若
い

ほ
ど
、「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
と
い
う
こ
と
を
よ
り
信
じ
て
お
り
、
青
年
層
・
中
高
年
層
・
高
齢
者
層
の
順
に
、
七
一
％
、

七
〇
％
、
五
五
％
と
な
る
。「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
説
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
、
四
十
〜
五
十
九
歳
の
中
高
年
層
が
、
際
だ
っ
て
高
い
比
率
（
七
八
％
）
で
あ
り
、
そ
の
次
に

青
年
層
（
六
四
・
八
％
）、
最
後
に
や
は
り
高
齢
者
層
（
六
〇
％
）
と
な
る
。「
六
十
四―

⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
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鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
は
、
青
年
層
・
中
高
年
層
と
高
齢
者
層
と
の
差
は
、
か
な
り
大
き
い
。
そ

の
数
値
は
、
青
年
層
・
中
高
年
層
・
高
齢
者
層
の
順
に
、
五
七
・
九
％
、
五
四
％
、
二
〇
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
戦
後
に
出
生

し
た
台
湾
の
人
々
が
、
戦
前
の
高
齢
者
層
の
人
々
よ
り
も
、
こ
の
種
の
説
を
信
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
等
・
中
等
・

初
等
の
三
つ
の
教
育
水
準
の
差
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
る
と
、「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
を
信
じ
る
者
の
比
率
は
、
高
等
・

中
等
・
初
等
の
順
に
、
六
五
・
一
％
、
六
七
・
四
％
、
七
三
・
七
％
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
年
齢
が
若

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
教
育
の
水
準
は
高
く
、
ま
た
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
こ
の
説
を
受
け
入
れ
る
割
合
は
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
の
調
査
結
果
は
、
さ
き
の
も
の
と
は
正
反
対
で
あ
り
、
前
述
の
「
三
十
四―

③ 

年
齢
が
高
い
ほ
ど
祖
先
や

亡
く
な
っ
た
親
戚
・
友
人
を
夢
に
見
る
」
で
の
結
果
（p. 10

、
お
よ
び
〈
表
三
：
「
宗
教
体
験
Ⅲ
：
夢
」
の
統
計
分
析
〉
を
参

照
）
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
等
・
高
等
教
育
水
準
の
人
々
が
、「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
説
を
非
常
に
高
い
割
合
で

信
じ
て
い
る
こ
と
に
は
、
疑
い
の
余
地
は
な
い
。「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
「
六
十
四―
⑨ 
拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
の
両
説
に
関
し

て
は
、
調
査
結
果
は
、
高
等
・
中
等
・
初
等
の
順
に
、
六
十
四―

⑧
：
六
五
・
一
％
、
七
六
・
一
％
、
七
三
・
七
％
、
六
十
四―

⑨
：
四
四
・
二
％
、
五
四
・
三
％
、
四
七
・
四
％
で
あ
り
、
す
べ
て
中
等
教
育
水
準
の
人
々
の
比
率
が
一
番
高
く
、
次
に
高
等
教

育
水
準
の
人
々
、
一
番
低
い
の
が
初
等
教
育
水
準
の
人
々
と
な
る
。
た
だ
し
、
整
理
し
て
み
て
み
る
と
、
三
者
の
差
は
大
き
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
最
後
に
、
我
々
は
こ
の
問
題
を
収
入
の
差
に
よ
っ
て
分
析
し
た
が
、
収
入
が
低
い
人
々
の
う
ち
七
二
％

が
「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」
を
信
じ
て
お
り
、
収
入
が
最
も
高
い
人
々
の
う
ち
で
も
六
六
・
七
％
が
、
収
入
が
中
間
レ
ベ

ル
の
人
々
の
う
ち
の
六
五
・
四
％
が
、
こ
の
説
を
信
じ
て
お
り
、
三
者
の
差
は
大
き
く
は
な
い
。「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日

時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
は
、
信
じ
る
者
の
割
合
は
、
収
入
が

最
も
低
い
層
で
八
八
％
、
最
も
高
い
層
で
七
二
・
二
％
、
そ
の
真
ん
中
の
層
で
六
一
・
五
％
と
な
り
、
収
入
が
最
も
低
い
層
の
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比
率
が
一
番
高
い
。「
六
十
四―

⑨ 

拠
り
所
の
な
い
霊
は
、
孤
魂
・
野
鬼
と
な
り
、
さ
ま
よ
い
続
け
る
」
と
い
う
説
に
関
し
て
は
、

収
入
の
高
・
中
・
低
の
各
層
の
比
率
は
、
順
に
、
四
四
・
五
％
、
五
七
・
七
％
、
四
八
％
と
な
り
、
こ
の
中
で
は
中
間
層
が
一
番

高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
の
差
に
も
と
づ
く
比
較
で
は
、
台
湾
の
人
々
の
上
述
の
三
つ
の
説
に
対
す
る
見
方
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
収
入
レ
ベ
ル
の
異
な
っ
た
三
つ
の
層
が
、
三
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
最
大
値
を
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
つ
だ
け
明
か
な
こ
と
が
あ
る
。
被
験
者
の
収
入
の
高
低
に
よ
ら
ず
と
も
、
大
多
数
の
人
々
が
、「
六
十
四―

⑤ 

死
後
の
輪
廻
」、
お
よ
び
「
六
十
四―

⑧ 

定
め
ら
れ
た
日
時
に
祖
先
を
き
ち
ん
と
祭
れ
ば
、
そ
の
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
二
つ
の
説
を
信
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

暫
定
的
結
論

「
台
湾
に
お
け
る
宗
教
体
験
の
比
較
研
究
」
の
計
画
は
、
今
な
お
、
進
行
中
で
あ
り
、
我
々
は
、
二
〇
〇
九
年
十
月
に
は
、

四
四
八
八
件
の
正
式
調
査
対
象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
一
五
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
程
度
の
有
効
サ
ン
プ
ル
を
回
収
す
る
見
込

み
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
一
〇
八
件
の
試
験
的
な
事
前
調
査
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
の
数
に
限
り
が
あ
る
の
は

明
白
で
あ
り
、
台
湾
に
お
け
る
宗
教
体
験
や
死
後
観
を
、
必
ず
し
も
す
べ
て
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
論
文

は
、
死
後
観
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
項
目
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
少
し
ば
か
り

の
事
実
と
特
徴
が
、
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
以
下
の
三
点
は
、
我
々
が
今
後
、
継
続
し
て
考
察
し
て
い
く
意
義
の

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
：
十
数
年
来
、
台
湾
は
「
世
俗
化
」
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、
約
八
〇
％
も
の
人
々
が
信
仰
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を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
彼
ら
の
死
後
観
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

第
二
：
台
湾
の
人
々
の
死
後
観
に
関
し
て
言
え
ば
、
性
別
と
経
済
（
収
入
）
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
よ
る
影
響
は
、
あ
ま
り

明
白
で
は
な
い
。

第
三
：
台
湾
の
人
々
の
死
後
観
に
関
し
て
言
え
ば
、
年
齢
と
教
育
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
よ
る
影
響
は
、
顕
著
で
あ
る
。

年
齢
が
若
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
し
て
ま
た
、
教
育
水
準
が
上
昇
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
死
後
の
世
界
を
感
じ
、
信
じ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
現
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
明
ら
か
に
「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
主
張
と
矛
盾
し
て
お
り
、
我
々
に
、「
宗
教
の
世
俗
化
」
の
理
論
の
普

遍
性
や
有
効
性
に
対
す
る
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
他
、
我
々
は
さ
ら
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
台
湾
に

限
っ
た
も
の
な
の
か
。
筆
者
は
、
近
い
う
ち
に
、
範
囲
を
よ
り
広
げ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
も
と
に
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

比
較
研
究
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
大
陸
の
す
で
に
完
成
し
た
類
似
調
査
と
の
比
較
を
進
め
（Y

ao

﹇2008

﹈）、

あ
る
い
は
、
社
会
や
文
化
の
台
湾
と
の
差
異
が
よ
り
大
き
な
国
家
に
関
し
て
も
、
同
様
に
計
画
・
研
究
を
進
め
、
比
較
・
考
察

し
て
い
く
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
比
較
研
究
は
、
宗
教
の
「
世
俗
化
」、
あ
る
い
は
最
近
の
学
者
の
提
唱
す
る

宗
教
の
「
脱
世
俗
化
」（desecularization

）（B
erger

﹇1999

﹈）
な
ど
の
理
論
に
対
し
、
相
当
に
有
用
な
貢
献
が
で
き
る
と
確
信
し

て
い
る
。
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﹇
註
﹈

1 

瞿
海
源
教
授
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
、
五
年
に
一
度
の
大
規
模
な
「
台
湾
社
会
の
変
遷
の
基
本
調
査
」
を
取
り
し
き
っ
て
お
り
、
そ
の

調
査
の
範
囲
は
、
政
治
・
経
済
・
教
育
・
人
口
・
宗
教
や
そ
の
他
の
領
域
を
含
み
、
宗
教
信
仰
・
宗
教
的
態
度
・
宗
教
行
為
の
調
査
は
、

そ
の
中
の
項
目
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
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2 

サ
ー
ビ
ス
業
の
人
口
百
分
率 

＝ 

サ
ー
ビ
ス
業
就
業
人
口
数
／
総
人
口
数

3 

工
業
の
人
口
百
分
率 

＝ 

工
業
就
業
人
口
数
／
総
人
口
数

4 

十
五
〜
六
十
四
歳
人
口
百
分
比 

＝ 

十
五
〜
六
十
四
歳
人
口
総
数
／
総
人
口
数

5 

六
十
五
歳
以
上
百
分
比 

＝ 

六
十
五
歳
以
上
人
口
総
数
／
総
人
口
数

6 
専
門
学
校
以
上
の
教
育
百
分
比 

＝ 

十
五
歳
以
上
の
専
門
学
校
以
上
の
教
育
人
口
数
／
十
五
歳
以
上
の
人
口
数

7 
こ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
式
の
説
明
は
、「
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
調
査
中
心
」
の
呂
佩
蕙
女
史
に
、
二
〇
〇
九
年
四
月

二
十
一
日
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

8 

行
政
院
の
主
計
処
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の
台
湾
の
一
家
庭
の
平
均
年
収
は
、
一
〇
九
万
九
九
九
四
元
で
あ
り
、
こ
れ
を
月

収
に
す
る
と
、
九
万
一
六
六
六
元
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
給
与
所
得
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
そ
の
他
の
収
入
源
も
含

ん
で
い
る
（http://w

in.dgbas.gov.tw
/fies/doc/result/97/all/49.xls

を
参
考
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
所
得
収
入
の
資
料
と
、
主
計
処
の
も

の
と
に
は
、
明
ら
か
な
差
異
が
あ
り
、
再
度
、
お
互
い
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
は
、
被
験
者
が
自
発
的
に
提
出
し

た
額
に
も
と
づ
い
て
区
分
し
て
い
る
。

（
翻
訳　

中
西
俊
英
）


